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こども動物自然公園 クオッカの「ダイ」が死亡しました 

（同時発表 東松山市役所記者クラブ、川越新聞記者会） 

 

              こども動物自然公園（園長 田中理恵子）で飼育しているクオッカの「ダイ」（オ

ス）が令和３年６月１日（火曜日）に死亡しました。ダイは、令和２年３月１３日

に、オーストラリアのフェザーデール野生生物園よりこども動物自然公園に寄贈さ

れた４頭のうちの１頭です。死因は心不全でした。 

 今回、クオッカ１頭が死亡したことにより、こども動物自然公園のクオッカは６頭

になりました。 

 

●個体情報 

「ダイ」（オス） 

フェザーデール野生生物園にて誕生（年齢不詳・９歳以上） 

令和２年（２０２０年）３月１３日フェザーデール野生生物園（豪）より来園 

令和３年５月までに４頭の父親になっている 

 

＜参考資料＞ 

●クオッカ 

英  名：Quokka 

学  名：Setonix  brachyurus 

分  類：カンガルー目 カンガルー科 

分  布：オーストラリア南西部 主にロットネスト島やバルド島 

体のサイズ：体長 40～50㎝、体重 2.7～4.2㎏ 

 

            令和３年５月３日撮影 

こども動物自然公園指定管理者 
公益財団法人埼玉県公園緑地協会 
こども動物自然公園管理事務所 

担当 野口・寺内  
電話 0493-35-1234 

E-mail: zoo@parks.or.jp 

令和３年６月２日 


